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受
贈
図
書
紹
介

近
松
全
集
刊
行
会
編

『
近
松
全
集
』
全
十
七
巻

―
―
刊
行
完
結
と
新
資
料
発
見
―
―

正
　
木
　
ゆ
　
み

本
全
集
は
昭
和
六
十
年
十

一
月
に
刊
行
が
開
始
さ
れ
、
平
成
六
年
四
月
を
以

て
完
結
を
見
た
。
第

一
～
十
四
巻
の
浄
瑠
璃
編
、
第
十
五
、
十
六
巻
の
歌
舞
伎

編

（
歌
舞
伎
編
は
影
印
編
、
翻
刻
編
の
三
分
冊
）
に
お
い
て
近
松
作
品
約

一
五

〇
作
を
網
羅
す
る
。
既
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
徹
底
し

た
諸
本
調
査
に
よ
る
厳
密
な
本
文
校
訂
、
曲
節
、
表
記
等
の
研
究
の
た
め
の
写

真
版
の
掲
載
な
ど
、
画
期
的
な
編
集
が
試
み
ら
れ
、
ま
さ
に

『近
松
全
集
』
の

決
定
版
と
し
て
ゆ
る
ぎ
な
い
。
そ
の
編
集
方
針
に
、
名
著

『浄
瑠
璃
史
論
考
』

（中
央
公
論
社
）
の
諸
論
文
に
う
か
が
え
る
よ
う
な
、
近
松
作
品
を
演
劇
と
し

て
と
ら
え
る
立
場
か
ら
、
浄
瑠
璃
の
曲
節
や
演
出
研
究
に
力
を
注
が
れ
、
可
能

な
限
り
当
時
の
舞
台
の
姿
に
肉
薄
さ
れ
よ
う
と
し
た
、
祐
田
善
雄
氏
の
御
遺
志

が
鮮
や
か
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
と
同
時
に
、

制
約
の
多
い
芸
能
の
中
に
お
い
て
、
そ
の
希
有
な
個
性
を
、
浄
瑠
璃
の
美
し
い
、

重
層
的
な
言
葉
や
、
魅
力
温
れ
る
登
場
人
物
た
ち
が
織
り
な
す
人
間
ド
ラ
マ
の

中
に
発
揮
せ
ん
と
し
た
、
近
松
の
文
学
性
を
読
み
解
く
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
、

本
全
集
は
完
壁
な
形
を
備
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
演
劇
、
文
学
両
面
か
ら
、

豊
饒
な
近
松
の
世
界
に
迫
り
得
る
最
善
の
全
集
と
い
え
よ
う
。

第
十
七
巻
の
資
料
編

（
影
印
編
、
解
説
編
の
二
分
冊
）
で
は
、
近
松
伝
記
関

連
資
料
、
絵
入
本
挿
絵
な
ど
が
網
羅
さ
れ
、
や
は
り
画
期
的
な
編
集
方
針
が
う

か
が
え
る
。
本
巻
に
は
、
和
国
修
氏
が
平
成
四
年
に
発
見
、
紹
介
さ
れ
て

（鳥

越
文
蔵
氏
編

『
歌
舞
伎
の
狂
言
』
八
木
書
店
　
に
解
題
、
翻
刻
所
収
）、　
学
会

の
注
目
を
浴
び
た

「金
子
日
記
」
か
ら
、
近
松

（本
名

「信

盛
」
で
記

さ

れ

る
）
が
登
場
す
る
記
事
を
抄
出
し
た

「「
金
子
日
記
」
抄
」
が
収
め
ら
れ

る
。

本
日
記
に
よ

っ
て
、
元
禄
期
、
歌
舞
伎
作
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
近
松
の
作
者

生
活
や
狂
言
作
り
の
実
態
、
ま
た
知
ら
れ
ざ
る
近
松
の
歌
舞
伎
作
品
名
が
判
明

し
た
。
第

一
級
の
近
松
伝
記
資
料
と
い
え
る
。
ま
た
、
同
巻
に
は
、
信
多
先
生

が
、
近
松
の
も

っ
と
も
初
期
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
立
証
さ
れ
た

（同
巻
月
報

一
七

「近
松
作
品
の
発
掘
―
―

『
て
ん
ぐ
の
だ
い
り
』
を
中
心
に
」
、　
園
田
学

園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
編

『近
松
研
究
の
今
日
』
所
収

「近
松
初
期
作
品
を

め
ぐ

っ
て
」
参
照
）
延
宝
期
の
宇
治
加
賀
嫁
の
語
り
物

『
て
ん
ぐ
の
だ
い
り
』

を
収
め
る
。
延
宝
期
は
近
松
の
存
疑
作
時
代
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
の
作
品
群

を
近
松
作
品
と
確
定
す
る
基
準
を
得
る
こ
と
は
困
難
を
き
わ
め
る
。
そ
れ
だ
け

に
、
元
禄
期
の
近
松
作
品

『
十
二
段
』
と
関
連
を
持
つ
と
い
う
内
部
微
証
か
ら
、

『
て
ん
ぐ
の
だ
い
り
』
を
、
従
来
、
近
松
確
定
作
の
第

一
作
と
さ
れ
て
き
た
天

和
三
年
の

『世
継
曽
我
』
に
先
立
つ
作
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

前
述
の
「
金
子
日
記
」
と
併
せ
、
従
来
課
題
と
さ
れ
て
き
た
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
に

お
け
る
近
松
著
作
考
の
問
題
に

一
石
を
投
じ
る
資
料
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
よ

う
な
、
近
松
研
究
に
と

っ
て
貴
重
な
資
料
や
作
品
が
、
全
集
刊
行
中
に
発
見
、

ま
た
は
そ
の
意
義
を
再
発
見
さ
れ
、
最
終
巻
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に

撓
倖
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
同
巻
の

「
刊
行
を
終
え

る

に
あ

た

っ

て
」
に
、
本
全
集
の
刊
行
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
、
本
全
集
刊
行
完
結
後
、
再
刊
を
待
望
す
る
多
く
の
声
に
応
え
て
、
平

成
七
年
四
月
に
第
二
刷
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
、
先
頃

（
平
成
八
年
八
月
）
完
結

を
見
た
が
、
初
刷
刊
行
完
結
後
、
お
よ
び
第
二
刷
刊
行
中
に
、
歌
舞
伎
作
者
近

松
に
関
わ
る
、
大
変
貴
重
な
新
資
料
二
種
が
信
多
先
生
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
。

一
点
は
、
元
禄
十
七
年
正
月
京
都
早
雲
座
上
演
歌
舞
伎

『娘
長
者

羽
子
板

絵

合
』
の
役
割
番
付
で
あ
る
。
本
番
付
に
は
、

「
狂
言
作
者
近
松
門
左
衛
門
」
と



記
さ
れ
、
知
ら
れ
ざ
る
近
松
の
歌
舞
伎
作
品
が
判
明
し
た
。
従
来
、
歌
舞
伎
作

者
近
松
の
名
を
記
す
原
番
付
は
、

『
け
い
せ
い
壬
生
大
念
仏
』

（本
全
集
第
十

六
巻
翻
刻
版
口
絵
参
照
）
の
役
割
番
付
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
新
た
に

一

点
が
加
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
今

一
点
は
、
本
年

（
平
成
八
年
）
六
月
の
近

世
文
学
会
に
お
い
て
、
先
の
番
付
と
併
せ
て
先
生
が
紹
介
さ
れ
、
「
金
子
日
記
」

発
見
以
来
の
興
奮
を
も
た
ら
し
た
新
資
料
、
近
松
歌
舞
伎
の
屈
指
の
名
作

『
け

い
せ
い
仏
の
原
』

（
元
禄
十
二
年
正
月
京
都
万
太
夫
座
）
の
絵
入
狂
言
本
の
上

本
の
下
巻

（刊
本

一
冊
）
で
あ
る
。
本
作
に
つ
い
て
は
、
本
全
集
第
十
五
巻
所

収
の
、
全
体
の
筋
書
き
を
簡
略
に
記
し
た
並
本

（
刊
本

一
冊
）
、　
及
び
前
半
の

筋
書
き
を
詳
細
に
記
し
た
上
本

（写
本

一
冊
）
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
上
本
の

下
巻
は
長
い
間
所
蔵
が
不
明
で
あ
り
、
そ
の
出
現
が
待
望
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
上
本
下
巻
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
名
作

『
け
い
せ
い
仏
の

原
』
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
と
共
に
、
並
本
の
記
述
に
は
見
ら
れ
な
い
、
や

つ
し
や
傾
城
事
で
名
を
馳
せ
た
名
優
坂
田
藤
十
郎
の
滑
稽
な
演
技
や
、
悪
心
を

翻
す
異
色
な
敵
役
を
演
じ
た
藤
川
武
左
衛
門
を
中
心
と
し
た
、
劇
的
な
展
開
を

見
せ
る
後
半
の
詳
細
な
筋
が
判
明
し
た
。

以
上
二
点
の
新
資
料
が
、
近
松
が
狂
言
作
者
と
し
て
活
躍
し
た
元
禄
上
方
歌

舞
伎
の
解
明
の
進
展
を
促
す
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
こ

れ
ら
新
資
料
は
、
全
集
第
二
刷
第
十
五
巻
、
お
よ
び
初
刷
購
読
者
の
た
め
に
刊

行
さ
れ
た

『
近
松
全
集
補
遺
』
に
収
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
特
記
す
べ
き
は
、
そ

の

『
近
松
全
集
補
疸番

の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
口
絵
の
近

松
真

蹟

「鷺
図
画

賛
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
画
賛
も
、
長
い
間
所
蔵
不
明
で
あ
り
、
全
集
初
刷

第
十
七
巻
に
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
版

『近
松
全
集
』
の
口
絵
が
使
用
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
肥
田
皓
三
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
、
本
画
賛
が
、
大
阪
平
野
町
の
湯

木
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
近
時
判
明
し
、

『
近
松
全
集
補
遺
』

お
よ
び
第
二
刷
第
十
七
巻
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
解
説
に
記
さ
れ
る

よ
う
に
、

「巣
林
頑
翁
七
十
二
歳
書
」
と
い
う
近
松
の
署
名
を
鮮
明
に
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
、
自
ら
を

「頑
翁
」
と
総
晦
す
る
近
松
の
最
晩
年
の
人
と
な
り

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
好
資
料
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
全
集
初
刷
刊
行
完
結
後
か
ら
、
第
二
刷
刊
行
が
終
盤
に
さ
し

か
か
っ
た
時
期
に
か
け
て
、
近
松
の
新
資
料
が
続
々
と
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
、

や
は
り
撓
倖
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
全
集
刊
行
の
準
備
段
階
か
ら
関
わ
ら
れ
、

長
年
に
わ
た

っ
て
刊
行
会
の
事
務
局
を
つ
と
め
ら
れ
て
、
編
纂
に
ご
尽
力
な
さ

っ
た
信
多
先
生
の
お
喜
び
は
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
拝
察
さ
れ
る
。
第
二
刷
の
刊

行
も
完
結
し
た
現
在
、
新
資
料
も
含
め
た
本
全
集
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
近
松

研
究
の
新
た
な
局
面
が
切
り
拓
か
れ
て
い
く
こ
と
を
、
本
全
集
よ
り
多
大
な
恩

恵
を
蒙
る

一
人
と
し
て
心
よ
り
祈
り
つ
つ
、
拙
い
紹
介
文
を
終
え
た
い
と
思
う
。

（
一
九
九
四
年
四
月
初
刷
全
十
七
巻
完
結
、　
一
九
九
六
年
六
月
補
遺
編
刊
、
岩

波
書
店
）

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


